
王司干潟改良グループ
第10回ディスカバー農

む ら

山漁村の宝アワード
中国四国農政局奨励賞を受賞。
地域のチカラ、継続のチカラで目指す、干潟の復活。

干
潟
の
い
ま

　
王
司
・
千
鳥
浜
。
昔
は
、
ど
こ

を
掘
っ
て
も
、
た
く
さ
ん
ア
サ
リ

が
い
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
天
然

の
ア
サ
リ
は
ほ
と
ん
ど
獲
れ
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
開
発
に
よ
っ
て
周
辺
が
埋
め
立

て
ら
れ
、
上
流
の
ダ
ム
や
河
川
護

岸
の
整
備
等
に
よ
り
、
干
潟
を
取

り
巻
く
環
境
が
変
化
し
た
こ
と
や
、

温
暖
化
の
影
響
で
干
潟
の
表
面
温

度
が
高
く
な
り
過
ぎ
る
こ
と
な
ど

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
干
潟
が
必
要
？

　
干
潟
は
、
多
く
が
河
口
付
近
に

広
が
っ
て
お
り
、
１
日
に
２
回
潮

の
干
満
が
あ
り
ま
す
。
川
の
流
れ

に
よ
っ
て
陸
か
ら
窒
素
や
リ
ン
等

の
栄
養
塩
や
有
機
物
が
運
ば
れ
、

海
か
ら
は
波
に
寄
せ
ら
れ
て
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
等
が
供
給
さ
れ
ま
す
。

栄
養
塩
は
、
海
藻
や
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
の
餌
と
な
り
、
有
機
物
は

バ
ク
テ
リ
ア
の
餌
に
。
豊
富
な
栄

養
で
増
殖
し
た
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
等
は
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や

貝
な
ど
が
食
べ
、
そ
れ
ら
を
さ
ら

に
魚
や
鳥
が
餌
と
す
る
。
干
潟
は
、

自
然
の
生
態
系
を
豊
か
に
す
る
、

海
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
の
で
す
。

　
一
方
、
海
に
流
れ
込
む
河
川
の

水
に
は
、
生
活
雑
排
水
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
潮
の
満
ち
引
き
に

よ
る
露
出
と
水
没
の
繰
り
返
し
が

海
水
中
に
大
量
の
酸
素
を
供
給
し
、

バ
ク
テ
リ
ア
を
活
性
化
さ
せ
、
有

機
物
の
分
解
を
促
進
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
仕
組
み
で
、
干
潟
は
、

海
に
流
れ
込
む
水
を
き
れ
い
に
す

る
浄
化
槽
の
役
割
も
果
た
し
て
い

ま
す
。

干
潟
を
守
る

　
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
持
つ
干
潟

を
復
活
さ
せ
た
い
。
王
司
干
潟
改

良
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
た
び「
デ
ィ

ス
カ
バ
ー
農む

ら

山
漁
村
の
宝
ア
ワ
ー

海
・
干
潟
へ
の
関
心

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
へ

王司干潟改良グループ代表の矢
や

儀
ぎ

伸
しん

治
じ

さん。「地元の海を守る」情熱にあ
ふれている。
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◆子どもの頃に潮干狩りをした王司・千鳥浜へ。
改めて、自然の雄大さを実感するとともに、地
道な環境保護の大切さを再確認。点滴穿石。継
続こそ成功への道であると教わりました。（く）
◆学生時代はスポーツ優秀。大人になって手
間ばっかりが勝っちゃって、ダイエットがてら
今はやる程度。でも本質はそこじゃないのかも。
誰かと笑顔で、スポーツで汗をかく、その気
持ち忘れていませんか？ おい、自分…。（に）

M
im

o
su

so
g

a
w

a
 P

a
rk

 ＠k.0127さん

 ＠shiba.inu77さん

 ＠tatsuhiro03さん

インスタグラム

編集後記

Linked Instagram  

Editor's note

ド
」中
国
四
国
農
政
局
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
農

山
漁
村
に
潜
在
す
る
力
を
引
き
出

す
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
優
良
な
事
例
を

選
定
。
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
で
、

他
地
域
へ
水
平
展
開
を
図
る
も
の

で
す
。

　
ア
サ
リ
の
稚
貝
の
放
流
や
稚
貝

の
定
着
を
促
す
た
め
の
干
潟
へ
の

竹
立
て
の
実
施
、
ま
た
50
年
近
く

続
い
て
い
る
地
元
・
王
司
小
学
校

の
海
浜
学
習
の
実
施
な
ど
、
干
潟

の
復
活
に
向
け
た
活
動
を
継
続
し

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ア
サ
リ
を
食
べ
て
し
ま
う
ツ
メ
タ

貝
の
駆
除
は
、
王
司
小
学
校
５
年

生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
題

材
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
「
水
揚
げ
量
が
増
え
る
な
ど
、

目
に
見
え
る
成
果
は
ま
だ
現
れ
て

こ
な
い
が
、
生
物
の
環
境
適
応
に

は
時
間
が
か
か
る
も
の
」と
代
表

の
矢や

儀ぎ

伸し
ん

治じ

さ
ん
。
次
の
世
代
に

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
の
思
い

が
、
活
動
の
原
点
と
い
い
ま
す
。

「
一
人
で
も
い
い
か
ら
、
海
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
。
さ
か
な

ク
ン
ほ
ど
に
な
ら
ん
で
も
え
え
け

ど
」と
笑
い
ま
す
。
長
い
目
で
見

た
時
、
子
ど
も
た
ち
が
海
に
関
心

を
持
ち
、
干
潟
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
が
復
興
の
鍵

と
力
を
込
め
ま
す
。

　
「
ツ
メ
タ
貝
、
た
く
さ
ん
み
つ

け
て
な
ぁ
」。
子
ど
も
た
ち
に
明

る
く
て
優
し
い
、
大
き
な
声
を
か

け
、
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

市報×インスタグラム連動企画
フォロワーの皆さんが投稿した下関
の魅力が伝わる写真をご紹介♡

　

▼ツメタ貝（左）とその卵（右）
アサリの貝殻に穴を開け、中身
を食べてしまうツメタ貝。卵は、
おわんのような形をしている。

▼王司小学校校長（左）と矢儀代表
「50年も続く全校海浜学習や今回の
5年生環境保護活動など、子どもた
ちは干潟での体験学習を楽しみにし
ています」と中

なか

川
がわ

洋
よう

子
こ

校長。

▼

竹立ての作業
少しでもアサリが定着しやすい環境
をつくるために、干潟に竹を立てて
いる。

▼

王司小学校の海浜学習
昔はアサリを獲って海の恵みを学
んでいたが、今は、ツメタ貝の捕
獲やその卵を採集することで、干
潟の環境を守る活動を行っている。

●とにかく広い！
歩けど歩けど水際にたどり着けない。大潮の
干潮時には、沖合2kmにわたって砂地の地面
が現れる。右前方には満珠・干珠が見える。
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